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項
番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

1 資料 4 
  
 輸出入事項登録 
   の改善 

 項番２ 
     輸出申告（少額）に 
     おけるＨＳコードの 
     入力可能化 
 

 
（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ） 
      ＷＧ資料では、少額でも輸出統計品目番号９桁入力で品名が自動補
完とありますが、大額と同じようにＮＡＣＣＳ用コードを含んだ１０
桁目も入力出来ると仕組みと同じ考えで良いでしょうか。又、１０桁
目に輸入申告と同じ様にＥ（少額）、Ｘ（少額合算）等を入力出来る
ようにしてほしい。 

 
前回ＷＧでの提案は、９桁を入力して品名をシステム
で自動補完するものです。１０桁の入力は出来ません。 
また１０桁目にＥ、Ｘを入力可能とする御要望につい
ては、入力作業の手間が増えることにより他の利用者
様の利便性にも影響が出ることから対応をしないこと
と致します。 

  
 （委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ） 
      先頭４桁のみで、品名を自動補完出来るようにしてほしい。４桁の
みを選択した際にも品名が補完されれば、省力化につながる。 

先頭４桁で品名を自動補完した場合、実際の品物に
合った正しい品名が補完出来ないと考えます。また、
４桁用の品名を登録したＤＢを新設する必要があり費
用対効果の観点から対応しないことと致します。 

（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ） 
     先頭４桁と蔵置場所から、他税関（申告先官署）及び部門が決定さ
れる様な仕様になるのか。 

申告官署の自由化に関するご質問と考えます。 
申告官署の自由化において検討します。 

（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ） 
     輸出少額合算の際に品名に「ＥＴＣ．」を入力する必要がなくなれば
良いのですが。 

申告手続き上の運用の為、対応はしないことと致しま
す。 

   項番３ 
 「輸入申告事項登録 
 （ＩＤＡ）」業務の改善  
 （担保・保険・評価） 

（第15回ＷＧ時のご要望） 
包括保険及び包括評価において、「輸入申告事項登録を実施した日が
適用終了（有効期限）年月日の２週間前を過ぎている場合は、注意喚起
メッセージを出力する。」という提案があったが、担保についても、次
期では同様の仕様にして欲しい。 
 
→（事務局）対応が必要であればＷＧ後に事務局まで御意見をお願い致

します。 
 
（ＷＧ後のご意見、ご要望） 
  特になし。 

 
 
ＷＧ後のご意見、ご要望が特になかったことから、提
案どおり、注意喚起メッセージを出力する対象は、包
括保険及び包括評価とさせていただきます。 

１．第15回WGにおける意見等報告（海上）－① 
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項
番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

1 資料 4  輸出入事項登録  の改善  

 項番4 
 「輸入申告事項登録 
  （ＩＤＡ）」業務における 
  入港日のブランク化 

（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ） 
     航空システムでは予備申告等の段階で入港日を手入力した場合には、本
申告時に貨物情報の入港日とチェックし、入港日がブランクの場合には貨
物情報から自動補完されるとのことだが、海上のＣＹ扱いでの予備申告等
段階では、「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務、「積荷目録提出（ＤＭ
Ｆ）」業務で入港日が登録されている場合がほとんどであるため、入港日
をブランクにしても（ＭＦＲ、ＤＭＦ）の入港日が自動補完され、本申告
に至るのではと思われる。この場合、ＣＹ「到着確認登録（ＰＩＤ）」業
務で入港日が変更されても入港日のチェックがされないことになるのでは
と思われる。 
             
 予備申告等で事前にＤＢがある海上では、本申時に入港日のチェックが行
われないため、ＰＩＤ業務が行われる前の入港予定日で本申告が起動してし
まう。 ＡＩＲと同じ仕様変更では、入港日の相違を解消されないので、以
下の２項目を提案するので、ご検討いただきたい。 
 
（提案） 
（Ａ）本申告時等の時点での入港日の情報（到着確認：ＰＩＤ以降）が上書
きされるようにできないか。 

（Ｂ）搬入される前（積荷目録提出：ＤＭＦ以前）の入港日は自動補完され
ないようにできないか。 

 
入港日をブランクにした状態で予備申告を行って
いただければ、本申告起動時にのみ貨物情報から
入港日を補完する仕様に致します。              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ） 
「輸入申告事項登録（ＩＤＡ）」業務の際の【記号・番号】と【貨物個数単
位コード】も入港日のようにブランク化してほしい。 
 
 （理由） 
ＣＹ通関の場合は、予備申告等と本申告時等の記号・番号、荷姿の変更
がなく迅速な通関が実施されているが、ＣＦＳ（デバン後）通関の場合、
搬入前の予備申告は通関書類の情報をもとに記号・番号、荷姿（貨物個数
単位コード）で予備申告をしている。本申告の際に倉庫の搬入情報を「貨
物情報照会（ＩＣＧ）」業務で確認し、予備申告の情報と照合しているが、
記号・番号、荷姿が一致していない場合が50%程度ある。搬入された貨
物の記号・番号で間違があった場合は、予備申告の情報を搬入情報の記
号・番号、貨物個数単位コードに訂正をして本申告を実施している。（通
関関係書類の記号・番号、荷姿（貨物個数単位コード）が正しいという事
例はない。）又、記号・番号、貨物個数単位コードに関しては、保税でも
搬入する前にＢ／Ｌ、マニフェスト等と現品が一致していない場合、貨物
が間違いない事を事前に確認して搬入登録をしている。 

 
 
御要望の項目については、申告に必要な項目の為、
ブランク化の対応はしないことと致します。 

１．第15回WGにおける意見等報告（海上）－② 
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項
番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

2 －  「輸出申告事項登録（ＥＤＡ）」業務   要船積（搭載）確認識別欄 

 
（委員意見）（関係団体）（海上 通関ＷＧ） 
システムで自動的に要船積（搭載）確認対象となってる帳票【船積確認通
知情報】を使用する頻度が非常に少ないので例えば「N」などの記号を入力
することで帳票出力を必要としないことが選択できるようにしてほしい。 
現在、船積確認は輸出許可書及びＢ／Ｌを税関に提出して船積済みの確認
をマニュアルにて受けているので、帳票が不要のため。 
  
 

 
 
現行機能を必要としている利用者様の業務に影響が
でる為、対応はしないことと致します。 
 
 
 

１．第15回WGにおける意見等報告（海上）－③ 

 参考資料ＥＤＡ入力項目表から抜粋《要船積（搭載）確認識別入力条件》 
（１）船積（搭載）確認が必要な場合に「Ｙ」を入力 
（２）以下の場合は、システムで自動的に要船積（搭載）確認対象とする。 
 ① 積戻し申告 
 ② 用途外使用の用途に該当しない用途 
 ③ 関税の減免戻税または内国消費税の免税還付 
 ④ 特定輸出申告、特定委託輸出申告、特定製造貨物輸出申告で、当該申告を 
     行う通関業者の通関業の許可に係る税関の管轄区域外に申告を行った場合 
 ⑤ 展示等積戻し申告 
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